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High Light

厳しい市場環境を反映、前期比17％の減収

• 売上総利益の減少により、18四半期ぶりの営業損失

• 一部国内顧客向け売上債権に対する貸倒引当金を計上

• ハンドラ受注高は前期比増となり、一部に動きもみられる

• 短期業績にとらわれず、R&Dや人的資本投資を行う方針
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業績推移 （四半期）

3

・ SiCなどパワー半導体への投資減速により、テスタ売上が前年同期比3割減

・ 営業利益は赤字転落、経常利益および四半期純利益は前年同期比8割減

・ 受注は前年同期比3割増となるも低水準にとどまり、受注残の減少が継続



業績推移 （四半期）

・ 利益は、案件ミックス（個別受注生産のため）、為替、部材価格などにより変動

・ 減収に伴う粗利減少により、 FY25/1QはFY20/3Q以来となる営業損失を計上
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受注高・売上高・受注残高

・ 売上はFY20/3Q以来の低水準。受注残はFY22/3Qをピークに減少傾向継続

・ 製品別売上は想定どおり、テスタが下降局面、ハンドラが底打ちのイメージ
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受注高・売上高・受注残高 （ハンドラ）

・ FY22/4Qから続く受注低迷が2年を経過する中、一部動きもあるがまだら模様

・ AIサーバ用電力制御用デバイス向けに採用されるなど、受注成果も見られる
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受注高・売上高・受注残高 （テスタ）

・ 日本や欧米でパワーデバイス関連企業の投資抑制や事業見直しが相次ぐ

・ FY25/1Qの売上は17四半期ぶりの低水準。 国内が全体の8割超を占める
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受注高・売上高・受注残高 （パーツ等）

※パーツ等には、以下の内容を含みます。

＜保守部品の販売＞

・ハンドラ関連 … チェンジキット、測子等の消耗部品

・テスタ関連 … リレー、オペアンプ、トランジスタ等

＜サービスの提供＞

・オーバーホール … リレー等、消耗部品の定期交換

・テスタ校正 … ISO9001準拠の校正作業、証明書の発行

・ ユーザの生産量低下により、主力のハンドラ改造用チェンジキットが低調

・ 地域はマレーシア、台湾など消耗品需要のあるハンドラの既納入地が中心
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貸借対照表

・ 売上低迷のなか、資金回収が進み売上債権が減少

・ 自己株取得資金が現預金からその他流動資産に移動

・ 配当金の支払い、自己株の取得により純資産が減少
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業績予想 … 前回公表(2025年5月13日)から変更なし
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・ ハンドラは受注底打ちを迎える一方、テスタはダウントレンドを想定

・ ３期連続減収も中長期目線でR&Dや人的資本に投資、５期連続黒字を目指す

・ 米国向け売上は全体の1割未満。高関税政策による直接的な影響は軽微



配当、自社株買い … 前回公表(2025年5月13日)から変更なし

・ FY25～27はＤＯＥ4％を目安として、業績が変動しても安定的な配当を実施

・ 自社株買いは、資金状況や株価の動向等を踏まえ、引き続き機動的に実施

・ 25/5/14～10/24において3億円または25万株を上限とする自社株買いを発表

→ 25/6/30現在、92百万円（5.7万株）を取得済み。
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本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が
現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ
いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

ご注意


